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中
医
学
の
考
え
方
に
基
づ
く

　
　
冷
え
性
へ
の
漢
方
処
方
を
学
ぶ

第
27
回
漢
方
研
究
会

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
昨
年
12
月
３
日
、
西
宮

神
社
会
館
で｢

漢
方
治
療
は
ま
ず
冷
え
か
ら
～

冷
え
に
よ
る
諸
疾
患
の
漢
方
治
療
～｣

を
テ
ー

マ
に
第
27
回
漢
方
研
究
会
を
開
催
。
講
師
は
伊

賀
文
彦
先
生
（
神
戸
市
東
灘
区
・
い
が
漢
方
内

科 

金
の
さ
じ
診
療
所)

、
司
会
は
川
﨑
史
寛
先

生
（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）
と
、
長
光
由
紀
先

生
（
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
）
が
務
め
、

医
師
・
薬
剤
師
ら
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

伊
賀
先
生
は
、
中
国
式
の
漢
方
（
中
医
学
）

で
は
、
「
陰
・
陽
・
気
・
血
・
津
液
・
精
」
の
６

つ
を
基
本
物
質
と
考
え
、
冷
え
症
を
「
陽
が
不

足
し
て
い
る
状
態
＝
陽
虚
」
と
と
ら
え
、
主
に

①
顔
色
が
蒼
白
い
、
②
舌
の
色
が
白
っ
ぽ
い
、

③
脈
が
沈
ん
で
い
る
、
④
寒
さ
を
嫌
う
、
の
４

つ
か
ら
診
断
す
る
と
解
説
。
そ
の
う
え
で
、
冷

え
症
の
患
者
に
処
方
す
る
お
す
す
め
の
方
剤
に

つ
い
て
、
部
位
ご
と
に
詳
し
く
紹
介
し
た
（
後

掲
表
参
照
）
。

　

ま
た
、
代
表
的
な
生
薬
で
あ
る｢

乾
姜
、
桂
皮
、

附
子｣

の
う
ち
、
附
子
（
ト
リ
カ
ブ
ト
の
塊
根

を
減
毒
処
理
し
た
も
の
）
は
、
あ
ま
り
使
い
た

が
ら
な
い
先
生
も
多
い
が
、
う
ま
く
使
え
ば
非

常
に
い
い
効
果
を
発
揮
す
る
と
し
て
、
中
医
学

の
中
で
も
陽
気
を
重
要
視
し
て
附
子
を
多
用
す

る｢

火
神
派｣

か
ら
学
ん
だ
処
方
例
な
ど
も
紹

介
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
「
附
子
の
処
方
例
に
と
て
も

関
心
を
持
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た

ほ
か
、｢

漢
方
処
方
に
い
ぶ
か
る
患
者
に
は
、
分

か
り
や
す
い
処
方
か
ら
始
め
た
り
、
選
択
肢
の

１
つ
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か｣

｢

漢
方
製
剤
を
複
数
投
与
す
る
場
合
、

保
険
請
求
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
熱

心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

司会を務めた川﨑先生（左）と長光先生（右）医師・薬剤師ら 100 人が参加し活発な意見交換がなされた

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
12
月
12
日
に
西
宮
中

央
公
民
館
（
西
宮
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
）
で
世
話
人
会
準
備
会
を
開

催
（
世
話
人
会
は
12
月
は
休
会
）
。
３
人
が

参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
26
）

②
第
10
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
（
12
・
２
）

③
第
27
回
漢
方
研
究
会
（
12
・
３
）

【
予
定
・
企
画
】

①
会
員
忘
年
会
（
12
・
29
）

②
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
32

（
２
・
17
）

③
奈
良
県
「
春
鹿
」
醸
造 

酒
蔵
見
学
会
（
２
・

26
）

④
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬

改
定
研
究
会
（
３
・
22
）

⑤
第
18
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

⑥
財
政
と
医
療
制
度
の
勉
強
会

⑦
毎
日
の
診
療
に
役
立
つi

P
a
d

・i
P
o
d

・

i
P
h
o
n
e

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

中
医
学
の
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
す
る
伊
賀
先
生

　　　　　　　　西宮・芦屋支部　２月の文化企画

奈良県「春鹿」醸造�酒蔵見学会
【日時】  2月26日 (土 ) 13 時 15分～（2時間程度）　

【会場】　清酒春鹿醸造元 ㈱今西清兵衛商店

　　　　　　・ＪＲ奈良駅より奈良交通バス福智院町下車徒歩１分

　　　　　　・近鉄奈良駅より徒歩 15 分

【会費】　500 円（利き酒代込み）

【定員】　20 人（事前申込制）

　　　　
※お問い合わせは事務局 078-393-1803 まで



（２）２０１２年１月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生
 　

　12 月 29 日、「木曽路」西宮店で、加藤隆久先生（西宮市・加藤

歯科医院）の司会のもと、毎年恒例の会員忘年会を開催。今回も

Medical English の Robert Conroy 氏、医療過誤訴訟セミナーの

鵜飼万貴子弁護士（大阪・米田泰邦法律事務所）、胸部 X-P 読影

会の橋野盛彦先生（西宮市・橋野医院）、漢方研究会の長光由紀

先生（伊丹市・ウイング調剤薬局）など、日ごろより支部企画の

講師・司会でお世話になっている方々を含め、20 人が参加した。

　幸原久先生（芦屋市・幸原小児科・内科医院）からの乾杯の発

声の後、参加者は東日本大震災など一年間で起こった出来事や支

部の活動について振り返るとともに、日常診療などについて語り

合い交流を深めた。

一年間を振り返り
　　　交流を深めあう

幸
原
先
生
か
ら
の
発
声
で
乾
杯
す
る
参
加
者

明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立
つ

　

     
気
管
支
喘
息
の
診
断
・
治
療
法

第
10
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会持ち寄ったレントゲン画像を真剣に検討する参加者

　

12
月
２
日
に
西
宮
渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー

で
、
原
秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
を
講
師
に
迎
え
、
「
気
管
支
喘
息
の
増
悪
時

期
に
お
け
る
管
理
と
治
療
」
を
テ
ー
マ
に
第
10

回
胸
部
Ｘ
―
Ｐ
読
影
会
を
開
催
。
橋
野
盛
彦
先

生
（
西
宮
市
・
橋
野
医
院
）
の
司
会
で
、
講
演

後
に
は
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
に

基
づ
く
症
例
検
討
も
行
わ
れ
、
９
人
が
参
加
し

た
。

　

原
先
生
は
、
気
管
支
喘
息
に
つ
い
て
複
数
の
具

体
的
な
症
例
を
挙
げ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
。

特
に
気
管
支
喘
息
の
急
性
増
悪
時
の
診
断
に
つ
い

て
は
、
①
上
気
道
疾
患
（
特
に
鼻
腔
・
副
鼻
腔
疾
患
）

に
留
意
す
る
こ
と
、
喉
を
よ
く
見
て
後
鼻
漏
を
見

落
と
さ
な
い
、
②
注
意
深
い
聴
診
を
行
う
こ
と
（
呼

気
終
末
の
喘
鳴
を
見
落
と
さ
な
い
、
呼
吸
音
減
弱

時
はS

p
O
2

も
）
、
③
高
齢
者
の
場
合
は
肺
炎
に
留

意
す
る
こ
と
、
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
治
療
に
用
い
る
薬
に
つ
い
て
は
、
①
ス

テ
ロ
イ
ド
、
②
抗
菌
剤
、
③
気
管
支
拡
張
剤
、
④

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
な
ど
が
あ
る
が
、
急
性
増
悪
時

に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
十
分
な
量
を
短
期
間
投

与
す
べ
き
こ
と
、
抗
菌
薬
も
自
覚
症
状
悪
化
時
に

は
原
則
的
に
投
与
す
べ
き
こ
と
（
キ
ノ
ロ
ン
系
・

マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
）
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
参
加
者
が
日
々
の
診
察
で
撮
影

し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
持
ち
寄
り
、
写
っ

て
い
る
影
な
ど
か
ら
ど
の
よ
う
な
診
断
を
行
う
べ

き
か
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
真
剣

な
検
討
が
な
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
「
性
別
・

年
齢
・
症
状
の
異
な
る
具
体
的
な
症
例
が
複
数
挙

げ
ら
れ
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
「
明
日
か
ら
の

診
療
に
役
立
つ
実
践
的
な
研
究
会
だ
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

会
員
忘
年
会

【日　時】　2月17日 ( 金 ) 13時半～15時

【会　場】　西宮フレンテ５階練習室

【テーマ】　「動悸＆急性冠症候群」

【講　師】　Com Language School

　　　　　　　 Mr. Robert Conroy
【ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ】　西宮市・伊賀内科・循環器科

　　　　　　　 伊賀  幹二　先生

　

  支部設立 30 周年記念ブルゾン販売のお知らせ
　西宮・芦屋支部では設立 30 周年を記念し、記念のブルゾンを作成いたしまし

た。通気性・撥水性が良く収納用のポケットも充実しているため、救急時や災害

時はもちろん、普段の往診の際などにも大変便利にお使いいただけるブルゾン

となっております。背中には「Nishinomiya-Ashiya branch of Hyogo Medical 

Practitioners' Association（兵庫県保険

医協会西宮・芦屋支部）」のロゴ入り。

　ぜひこの機会にお買い求めください！

 【会員特別価格】６，０００円

　　　　　　　　　　　
（税込、送料別途）

Ｓ Ｍ Ｌ ＬＬ

着丈 63 65 67 69

肩幅 48 50 52 54

袖丈 58 60 62 63

胸廻 113 118 123 128

英語で診療 Medical English #32

◆上記企画・ブルゾン販売についてのお問い合わせ・お申し込みは　協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803　Fax:078-393-1802　E-mail:yamada-t@doc-net.or.jp ◆


